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研究成果の概要（和文）：本研究では多様なツーリズムを、ツーリストの心理的効果から説明し、カテゴリー
化、数量化して把握すた。またツーリズムの心理効果を調整する２つの要因として、セイバリング、ならびに新
たな概念として提唱するディープニング（その表象の一端としての変革旅行経験）を措定し、これらが幸福感、
人生満足度、ジェネリックスキルなどの心理的概念の関連性をモデル化して解明した。研究成果は、観光学にお
ける３大ジャーナルとされるTourism ManagementやAnnals of Tourism Researchを始め、多くの国際学術研究誌
に掲載された。さらに得られた知見は、産業界にも貢献をすることが期待されている。

研究成果の概要（英文）：In this study, we comprehensively explain various types of tourism in terms 
of their psychological effects on tourists. We categorize and quantify these effects, providing a 
deep understanding. We also identify two factors that moderate the psychological effects of tourism:
 savoring and the new concept of “deepening” (the evolutionary travel experience as part of its 
representation) . We model and clarify the relationship between these factors and psychological 
concepts such as happiness, life satisfaction, and generic skills. The research results, which have 
been published in Tourism Management and Annals of Tourism Research, the three major journals in 
tourism studies, and many other international academic research journals, are a testament to the 
credibility and trustworthiness of our findings. They are also expected to make a significant 
contribution to the industry.

研究分野：観光心理学

キーワード： 観光心理学　ツーリズム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ツーリズムにおける心理的効果を明らかにし、それらがツーリストにどのような影響を及ぼすのかを一連の研究
で示した。それらの研究成果は、観光のトップジャーナルなどにおいて掲載されており、研究の成果が顕著で、
評価に値するものであることを示している。また、研究の実施においては、産業界からの援助も受けており、ツ
ーリズム業界のみならず、産業全体に影響をおよす可能性がある。さらに個人においても、そのウエルビィーン
グなどをいかに高めるのかを示唆しているものであることから、社会一般への影響も大きいと考えられる。この
ため、啓蒙を目的とした多くのメディアにおいても研究成果が取り上げられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
ツーリズムには、多様な効果があることが知られているが、その中でも本研究ではツーリズム
の心理的効果を対象とした。個人、集団、組織における多様なツーリズムを対象に、心理的効果
を調整する変数として、楽しむ傾向性であるセイバリングと新たに提唱する概念であるディー
プニングとを設定して、これが幸福感、人生満足度、ジェネリックスキルなどの心理的効果の向
上にどのように結びつくのかを明らかにしていく。心理的効果を調整する要因として、上述の２
つの要因が検証されると、より大きな成果をもたらすツーリズムの新たな方策を示唆すること
ができ、ツーリズム研究のみならず産業も大きな貢献をすることが期待される。加えて、本研究
では生理学的観点からもツーリズムの心理的効果を検証することを考えていた。 
 
 
２． 研究の目的 
 
本研究では、(1)多様なツーリズムを、ツーリストの心理的効果を説明するという基準から、対
象となる要因をカテゴリー化、数量化していく。またツーリズムの心理効果を調整する２つの要
因、(2)セイバリング（savoring）(Bryant & Veroff, 2006)、ならびに(3)新たに申請者がディープニ
ングを措定し、その作用を検証する。さらに、(4)生理学的変数から心理的効果の検証を行う。そ
の上で、変数間の関連性をモデル化して解明することが本研究の目的である。 

 
(1) 多様なツーリズムにおける心理的効果 ツーリズムには、多様な効果（恩恵、影響とも。
ここでは効果とする）があることが知られている。たとえば、経済的恩恵、環境の保全、
異文化理解、平和創出等々がある。そうした効果の一つとして、心理的効果がある。心理
的効果としては、ツーリスト、デスティネーションの住民への効果などがあるが、本研究
では研究の端緒として、ツーリストへの効果に焦点を当てる。従来の研究を纏めると、ツ
ーリストの心理的効果は負の状態を改善する（ ○－→±０）効果と、正の状態をさらに高め
る（±０→○+）効果に大別することができよう。たとえば、雄大な大自然を前にすると自身
の悩みが小さなものに見えてくることは（ ○－→±０）効果である。これは申請者が以前に
行った科研費研究によって、メンタルヘルスツーリズムとして概念化している。一方、ツ
ーリズムによって新たな体験から視野が拡大することは、（±０→○+）効果である。これを
申請者はポジティブツーリズムと命名して本研究でその効果を明らかにしようとするも
のである。こうした効果については、ツーリズム研究でも検討されるようになってきてい
る。しかしながら、それらの研究は個々のツーリズムの効果検証であったり、事例研究で
あったりすることが多い。そのため、従来の知見を統合する要因を明示した研究はまだな
い。それゆえ、本研究では多様なツーリズムを対象としながら、そのツーリズムが実施さ
れる際の外的属性（人数、ツーリスト間の関係性、等）と心理的特性（旅行に対する認知
と評価）を量的に把握することによって、加えて心理的効果がどのように変化するのかを
心理学的、生理学的に解明することを試みる。 

 
(2) 調整要因 1：セイバリング 調整要因として、セイバリングを取り上げ検討する。ものご
とを楽しむこと、享受することがセイバリングであるが、こうした傾向が高い人ほど、ツ
ーリズムを楽しむことができると考えられる。そのため、セイバリングへの信念とセイバ
リングの方略との２側面から捉える。 
 

(3) 調整要因 2：ディープニング 調整要因として、ディープニングを取り上げる。ディープ
ニングとは、自身に起きた様々な事象への認知の変化、自身の感情の変化などについて、
深く洞察することを指す。この傾向性によってツーリズムへの行動、認知などが変わって
くると考えらえられる。 
 

(4) 生理的指標 用いてきた心理学的変数に加えて、生理指標を使ってモデル化して理会しよ
うとする。 

 
 
３． 研究の方法 

 
 (1) 多様なツーリズムにおける心理的効果 
 ①家族旅行 多様なツーリズムの形態の一つとして、非常によく見られるツーリズムと
して家族旅行を取り上げ、親、子、別々に、旅行前、旅行後に回答を求めることによっ



て、その心理的効果を検証した。この研究は大手旅行会社である HIS の協力を得て実
施した。家族旅行によって、子どものスキルが向上し、その向上を見た親のウエルビー
イングが高まるという結果であった。別の見方をすると、子どもにはポジティブツーリ
ズムの効果が見られ、親にはメンタルヘルスツーリズムの効果が表れたと言えよう。こ
の研究は、国際学会にて発表の後、ツーリズムの３大ジャーナルの一つである Tourism 
Management 【5】に掲載された。 

 
 ②修学旅行 わが国におけるツーリズムの特徴的なものとして、修学旅行があげられる。
諸外国にはあまり見られないものであるが、本邦においては 95％以上の学校が実施し
ているとされている特徴的なものである。 
   この修学旅行を実施することによって、生徒のスキルの向上が見られるのかを協力
が得られた私立高校生を対象にして、旅行の前後のデータから検討したものが、国内誌
論文として掲載された【9】。 
さらに、修学旅行の効果を高める要因として、事前学習、事後学習を取り上げ、それ
らがどのように生徒の興味や能力、旅行への意欲を高めるのかを、オンライン調査に
よって高校生から回答を得て多角的に検討した。学会発表を既に行い【15】、現在海外
雑誌への投稿準備中である。 

 
 ③社会人の旅行 社会人において、労働で発生した心理的ストレスや疲労を回復させる
方法として、旅行があげられる。こうした回復経験（リカバリー経験）を検討した。多
様なリカバリー経験を検討したが、その中にツーリズムによる効果も検討した。その
際、質的研究方法を用いて、個別に面接を行い、その結果を纏めた。国内学会誌に掲載
された【3】。 

 
 ③農村観光の検討 農村ツーリズムの担い手のアイデンティティに関連する研究を行っ
た【10】。 

 
④心理モデルの検討 心理学的なモデルを考える際には、その効果を規定する要因とし
て、以下の要因を取り上げ検討した。その際には、対象を 20歳以上の成人を対象とし
て、インターネット調査や特定の高校生からの協力、機縁法による面接調査など多様
な手法を用いて多様な回答者からの回答を得て、分析した。 
ⅰ）ウエルビーイングを目的変数とし説明変数を記憶に残る旅行経験、媒介変数をリカ
バリー経験としたものが国際誌に掲載された【1】。 

ⅱ）同様にウエルビーイングを説明変数として、リカバリー経験のうち、マスタリー（な
んらかの技能の向上）による効果を検討したものが国際誌に掲載された【8】。 

ⅲ）ウエルビーイングを説明変数として、記憶の回想による効果を検討したものが国際
誌に掲載された【6】。  

 
(2) 調整要因 1：セイバリング 
セイバリングを考える際に、そもそもその構造について、考察した。その結果、従来認め
られていたようにセイバリングは４要因構造ではなく、これに Knowing を加えた構造が考
えられることを、論考に加え、量的データならびに質的データから検討した。その結果、第
５の要因としての Knowing があることを明らかにした。これらを、国際学会で発表の後、
ツーリズムの３大ジャーナルの一つである Annals of Tourism Research 【4】に掲載された。
この研究は当初予定していた通り、ツーリズム心理学の泰斗である Philippe Pearce教授との
国際共同論文である。 

 
(3) 調整要因 2：ディープニング 
  ディープニングを考察して、文献研究を進めていくと、ディープニングによって生じたと
される旅行経験として、変革的旅行経験が直近のテーマとして取り上げられていることが
判明した。そのため、ディープニング自体を考えること一旦保留して、そうした旅行が生じ
ている旅行に着目して研究を進めるように、方向性を変更した。既に学会発表を行い【14】、
現在海外雑誌への投稿準備中である。 

 
(5) 生理的指標 
   本科研費の実施期間は、コロナ禍と重なってしまったため、旅行が国によって、さらに各
種段台によって大幅に抑制されていたので、旅行を対象とした研究を行うことが極めて困
難になってしまった。加えて、個人的な接触を避けることが求められたので、個人の生理的
な指標を得ることもほぼ不可能となってしまった。 
 そのため、生理的指標について採取することを諦め、代わりにコロナ禍における旅行とい
う現実的な喫緊の課題、対象を題材として、研究を進めることにした。学会発表を行い【18】、
国内雑誌にも掲載された【7】。 
 



(6) 海外研究者との議論・その他 
 上記の研究実施に加えて、海外の学会で発表するのみならず、現在 No.1と目されている、
香港理工大学に滞在することによって、長時間に渡って自身の研究成果を発表し、議論する
機会を得た。このことから、研究結果に対するさまざまな指摘、示唆を得ることができた。 

   その他、サービスの提供者におけるサービスの仕方の影響についても検証した【2】。 
 
４．研究成果 

  数多くの国際学術雑誌、 その中には３大ジャーナルと呼ばれるものが２つ含まれており、
本邦の観光学分野において、極めて顕著な業績を残している。国際学会においても、発表を重
ね、受賞することが極めて至難な Best Paper Awardも得ている。国内学会においても発表を重
ね、着実な成果を示している。 
また、研究実施時期がコロナ禍と重なったため、一部の研究手法を諦めざるを得なかったが、
代わりに本研究の本来の研究目的に沿いながら、機動的にテーマを変更し、時宜を得た業績を
複数あげることができた点も評価できよう。同時に、多くの若手研究者の育成にも貢献した科
研費研究だったとも言えるであろう。 
さらに、専門学会誌のみならず、一般書、啓蒙書、さらには中高生向けの非常に影響力のあ
る書籍・オンラインメディアにおいても、本研究の成果を披露する機会が与えられ、一定程度
の社会的な影響も及ぼすことができたと考えている。 
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